
図書館におけるDXによる利便性向上　工程表 資料１別紙１

短期 中期 長期

2年以内 ３～５年後 6～10年後

（１）レファレンスサービスのDX

（２）自宅からコレクションに出会う

（３）都内図書館を一つに

（４）都立図書館が使用するプラット

フォーム

（１）デジタル資料の充実

（２）デジタルアーカイブの充実

（３）コレクションへのアクセス向上

（４）迅速正確な収集管理

（１）快適な利用空間

（２）新たな価値創造空間

（３）働きやすい職場空間

（１）組織体制の改革

（２）職員の研修

（３）EBPMの推進

（４）働き方の改革

（５）利用者へのリーチ

（１）都内図書館や都立学校等との連携

強化

（２）出版業界団体や関係省庁等への働

きかけ

（３）イベント情報の標準化と共有

（１）プラットフォームの活用

（２）ICTツールの活用

４ マネジメントのDX

５ DX推進のリーダー

６ プラットフォーム・

既存技術の活用

施策

１ サービスのDX

２ 資料のDX

３ 施設空間のDX


